
目 的

Ⅰ． 数理･情報教育研究センターの教育基盤整備に､ 産業界から協力する．

Ⅱ． 産学連携を推進し､ その成果を産業界の発展に活用する．

活動方針

・ 数理･情報教育研究センターの数理的手法､ データサイエンス及び情報技術の総合的

かつ安定的な教育基盤を産業界の協力を得て実現する．

(トップレベルの教育人材の確保と先進的教育の実現)

・ 産業界の活用実態に合わせたデータサイエンス人材育成､産業界で活躍できる人材の

輩出を促し､産学の連携による活躍の場を創出する．

(人材不足と能力ミスマッチによる社会的損失の解消)

・ 産学連携を通じて､数理･情報教育研究センターの教育研究の成果を利活用し､新産業･

サービスの創出につなげる．

(新しい価値の創出を支える人材による産業競争力強化)

東京大学は、UTokyo MDSコンソーシアムによる産業界との強い連携を礎として、数理・データ

サイエンス・情報に関する教育研究の拠点を形成し、社会が求める人事、社会で活躍する人材、

社会を牽引する人材を輩出し、社会における新しい価値の創造を目指します。東京大学数理･情報

教育研究センターへのご支援をお考えの方、UTokyo MDSコンソーシアムへの参加をお考えの

方は、本件窓口までご連絡下さい．



本件窓口： 東京大学渉外本部 TEL：03-5841-0294

担当 佐藤 淳 E-mail:sato.atsushi@mail.u-Tokyo.ac.jp

関 太平 E-mail： seki.taihei@mail.u-Tokyo.ac.jp

事例：社会人向け教育コース構想

コンソーシアムの活動


